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日本ケーブルテレビ連盟の「2030ケーブルビジョン」における放送分野のアクションプラン「放送が
変わる」では、ケーブルテレビが「共通映像配信プラットフォーム」の担い手になることを提言している。
ケーブルテレビはこれまで、地上波やBSをRFで再送信してきたが、コミュニティチャンネルや多チャ
ンネル放送サービス、OTTなど多様な映像サービスをIPで配信することで、プラットフォームとして差
別化できる。それを可能にする高機能化したSTBやドングルなど、RFとIPに対応した端末も用意され
ている。ケーブルテレビには地上波の小規模中継局の設備更新が困難な地域での代替インフラとしての
期待も高まる。連載特集5回目の今回は、連盟の放送事業戦略、新しい放送に挑戦するケーブルテレビ
事業者の事例、ACASへのマイグレーションに適した最新STBをレポートする。� （渡辺 元・本誌編集長）


